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岩
登
り
の
思
ひ
出

武

田

久

吉

昔
話
を
す
る
程
に
年
を
取
ら
な
い
心
算

で
居
る
内
１１
、
老
ら
く
は
何
時
し
か
押
し

寄
越
て
、
知
ら
ね
間
に
は
マ
定
命
に
達
し

て
見
れ
ば
、
今
は
昔
の
思
ひ
出
咄
の
一
つ

二
つ
は
す
る
資
格
の
備
は
つ
た
や
う
に
思

は
れ
る
。
一
九

一
〇
年
と
い
へ
ば
、年
若
い

含
員
は
未
だ
小
學
校
へ
も
ど
う
か
と
思
は

れ
る
頃
の
事
、
七
月
１１
は
蘇
国
の
ハ
イ
ラ

ン
ド
に
遊
ん
で
、
色
々
の
高
山
植
物
に
目

を
築
し
ま
せ
た
私
は
、
八
月
早
々
北
ウ
エ

イ
ル
ス
の
山
登
り
に
誘
は
れ
た
。
日
本
の
一

高
山
を
少
し
は
歩
い
た
経
験
か
ら
推
Ｌ
て
一

英
国
の
山
等
に
、
物
の
数
と
も
思
へ
な
い
一

と
、
鼻
の
先
で
あ
し
ら
つ
て
居
た
私
も
、
一

同
行
の
人
々
の
話
を
綜
合
す
る
と
、
雲
マ

水
で
こ
そ
ア
ル
プ
ス
に

一
筆
を
輸
す
る
も

岩
登
り
の
道
場
と
し
て
は
押
Ｌ
も
押
さ
れ

も
越
ね
庭
が
あ
る
と
の
こ
と
に
、
早
速
ダ

ウ
ヰ
ー
・
エ
ン
ド
・
マ
ー
シ
ヤ
ル
に
出
か
け

三
磋
許
り
を
奮
曇
し
て

一
足
の
登
山
靴
を

仕
入
れ
た
。
序
に
幾
本
か
の
ホ
プ
・ネ
イ
ル

ズ
の
ス
ペ
ア
ー
を
も
用
意
し
、
そ
の
頃
の

私
に
附
き
も
の
ヽ
探
集
胴
卵
と
屋
搾
用
紙

等
は
勿
論
敏
か
さ
な
か
つ
た
。
同
行
の
人

々
は
、
ア
ル
パ
イ
ン
・ク
ラ
プ
の
如
き
は
何

の
そ
の
と
い
ふ
、
鼻
息
の
荒
い
ク
ラ
イ
マ

ー
ス
・
ク
ラ
ブ
に
も
、其
人
あ
り
と
知
ら
れ

た
ジ
ヨ
ー
ン
・
フ
ア
ー
マ
ー
教
授
（
ロ
ン
ド

ン
理
工
科
大
學
植
物
學
主
任
教
授
）
と
現

キ
ユ
ウ
植
物
園
長
ア
‥
サ
ー
・
ヒ
ル
氏
、
そ

れ
に
欧
洲
大
戦
宙
時
は
セ
ン
サ
ー
を
や
つ

て
居
た
ラ
ン
キ
ン
大
佐
、
そ
の
文
字
通
り

の
棋
尾
に
従
ふ
の
が
東
洋
の
端
か
ら
ポ
ツ

と
出
の
小
生
。

庭
で
出
残
に
先
立
つ
て
、
登
山
家
で
販

ふ

「
８
‐Ч
鮨
”
協

口
ｏ
８
”
に
往
復
葉
書
を

飛
ば
せ
、
客
室
の
豫
約
を
し
た
方
が
安
全

と
聞
い
た
ま
ゝ
を
賞
行
は
し
た
も
の
ゝ
ｂ

返
事
は
全
く
名
の
違
つ
た

Ｏ
ｏ
Ｃ
ｒ
瑶
Ч
∽〔”

と
い
ふ
の
か
ら
届
し、
て
、
申
込
通
り
正
に

リ
ザ
ー
プ
致
し
候
と
あ
つ
た
の
で
少
な
か

ら
す
喫
驚
し
、
こ
れ
を

一
行
の
先
達
に
尋

れ
て
、異
名
同
物
と
剣
明
し
て
、安
心
の
胸

を
撫
で
下
し
た
が
．
ゴ
ル
フ
イ
ス
フ
ア
と

は
ウ
エ
イ
ル
ス
語
で
ホ
テ
ル
の
事
と
は
更

に
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。

一
行
四
名
は
汽

車
の
一
室
を
買
切
り
で
ラ
グ
ビ
ー
や
ク
ル

ー
ウ
を
過
ぎ
ｒ
フ
ン
デ
イ
ド
ゥ
ノ
・
ジ
ヤ
ン

ク
シ
ヨ
ン
で
車
を
換
へ
て
か
ら
、
絡
に
ベ

ト
ウ
ス
・
イ
・
コ
エ
ト
罪
で
下
車
し
、
自
動

車
の
盛
で
な
い
時
代
の
事
と
て
、
馬
車
を

備
つ
て
ベ
ニ
パ
ス
・
ホ
テ
ル
に
安
着
し
た
。

こ
ゝ
は
北
ウ
エ
イ
ル
ス
で
最
高
の
ス
ノ

ウ
ド
ン
山
彙
の
幡
る
所
、
そ
の
中
心
を
過

つ
て
ラ
ン
ベ
リ
ス
か
ら
ベ
ト
ウ
ス
●
イ
・
コ

エ
ト
ス
は
カ
ベ
ル
・
ク
ー
リ
ツ
グ
に
通
す

る
道
路
中
の
最
高
紺
な
る
ラ
ン
ベ
リ
ス
峠

（
一
一
六
九
吹
）
の
項
上
か
ら
数
十
歩
北

に
下
つ
た
山
中
の
一
軒
屋
、
白
亜
塗
三
階

建
の
さ
ゝ
や
か
な
ホ
テ
ル
で
あ
る
。

海
抜
僅
に
四
〇
〇
米
に
も
足
り
な
い
高

距
と
は
い
へ
、
北
緯
五
三
度
を
何
分
か
北

に
去
つ
た
土
地
丈
け
に
、
夏
で
も
中
々
の

凍
し
さ
で
あ
る
。

雀
日
か
ら

一
行
は
サ
ン
ド
ウ
ヰ
ツ
チ
を

衣
嚢
に
ゝ
リ
ー
ダ
ー
は
ロ
ウ
プ
を
肩
に
、

私
は
探
集
胴
卵
を
忘
れ
ず
に
、
右
を
見
て

も
左
を
見
て
も
岩
許
り
の
山
を
上
り
つ
下

り
つ
、
或
は
ト
リ
プ
ン
、
ス
は
リ
ユ
ウ
エ

ス
、
ス
は
ス
ノ
ゥ
ド
ン
ヘ
、
普
通
の
登
路

を
経
る
こ
と
は
稀
で
Ｄ
漑
れ
チ
ム
ネ
ー
だ

の
、
垂
直
に
近
い
絶
壁
を
ｂ
距
離
こ
そ
短

い
が
生
命
を

一
本
の
綱
に
托
Ｌ
、
時
に
ｌｔ

バ
ン
ク
・
エ
ン
ド
ュ
一
―
・
ン
ー
ク
や
、時
に

は

一
株
の
ヘ
ザ
ー
を
渾
身
の
力
を
こ
め
て

握
り
し
め
、
ス
あ
る
時
は
リ
ー
ダ
ー
の
引

く
綱
に
釣
り
上
げ
ら
れ
て
、
手
も
足
も
宙

に
浮
か
し
て
、
山
の
厳
に
逹
し
た
こ
と
も

一
再
で
は
な
か
つ
た
。

難
場
に
掛
つ
て
最
も
邪
費
な
の
は
彼
の

胴
卵
で
、
そ
の
度
毎
に
肩
か
ら
外
し
て
、

綱
に
結
ん
で
引
き
上
げ
て
貰
ふ
よ
り
仕
方

が
な
か
つ
た
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
中
に
は

紫
の

∽
”Ｘ
〓
轟
ｍ
ｐ
ｏ
８
ｏ∽〓
〓
ＯＦ
だ
と
か

淡
黄
色
の

∪
ａ
”
∽
ｏ
ｏ絆ｏ
Ｕ
①ご
【”
を
初
め
、

数
々
の
高
山
植
物
が
機
含
あ
る
毎
に
投
げ

込
ま
れ
て
、
マ
が
て
は
こ
の
極
束
の
小
居

に
迄
持
ち
来
た
さ
れ
る
こ
と
ヽ
な
つ
た
。

遊
山
地
の
ホ
テ
ル
で
あ
れ
ば
、
夕
食
後

は
ビ
ァ
ノ
と
か
獨
唱
な
ど
に
、
滞
在
客
の

隠
し
藝
の
展
開
さ
れ
る
可
き
を
、
流
石
に

登
山
の
中
心
地
だ
け
あ
つ
て
、
或
は
階
上

か
ら
下
げ
ら
れ
た
ロ
ウ
プ
に
獅
噛
み
つ
い

て
、
互
に
そ
の
替
力
を
試
す
と
か
ｂ
ス
は

隻
手
に
鵠
重
を
支
へ
て
。
他
の
手
で
銅
貨

を
幾
尺
か
の
彼
方
に
押
し
や
る
ベ
ニ
ブ
ツ

シ
ユ
の
技
な
ど
が
競
は
れ
た
。

ス
ノ
ゥ
ド
ン
の
項
上
に
は
、
ラ
ン
ベ
リ

ス
か
ら
登
山
鐵
道
が
通
じ
て
居
る
。
二
重

許
り
の
客
車
を
、
小
さ
い
汽
開
車
が
押
し

上
げ
る
も
の
で
、
上
り
は
徒
歩
よ
り
も
遅

い
程
だ
と
謂
は
れ
て
居
る
。
勿
論
こ
れ
は

主
と
し
て
老
人
．
婦
人
、
少
年
．
叉
は
登

山
に
慣
れ
な
い
観
光
客
の
角
め
で
あ
る
ｏ

項
上
に
は
休
泊
所
が
あ
り
、

一
杯
の
茶
、

一
片
の
菓
子
、
ス
は
給
葉
書
な
ど
を
販
賣

し
、登
山
者
芳
名
帳
な
ど
の
類
も
あ
つ
た
Ｏ

吾
々
は
然
し
常
に
リ
ユ
ウ
エ
ス
と
か
、
ク

リ
ブ
ヨ
ン
ホ
等
を
経
由
し
て
登
つ
た
の
で

こ
の
幼
稚
な
登
山
鐵
道
に
は

一
度
も
厄
介

に
な
る
機
含
が
な
か
つ
た
。
山
項
の
ホ
テ

ル
な
る
も
の
ｔ，、
日
本
の
山
小
屋
同
様
な

ぜ
ま
苦
し
い
も
の
で
、
物
質
は
中
々
安
く

な
い
様
に
聞
い
た
が
、
何
越
ス
ノ
ゥ
ー

ン

の
項
上
も
ペ
ニ
パ
ス
か
ら
僅
か
三
哩
牛
の

距
離
し
か
な
い
の
で
、
泊
つ
て
見
る
機
含

も
な
か
つ
すこ
。

印
度
の
軍
除
に
在
り
し
日
に
は
、
虎
狩

を
試
み
た
と
か
い
ふ
ラ
ン
キ
ン
大
佐
も
、

五
十
歳
に
し
て
初
め
て
の
ロ
ツ
ク
●
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
に
ひ
ど
く
疲
労
し
た
ら
し
く
、

十
五
歳
に
Ｌ
て
高
山
に
親
し
ん
だ
私
と
に

年
齢
の
差
も
手
博
つ
て
か
、
チ
ト
勝
負
に

な
り
余
れ
る
と
あ
つ
て
、

一
日
は
漢
谷
に

入
つ
て
綸
を
垂
れ
た
が
Ｄ
水
の
幸
も
な
い

も
の
と
見
え
て
、

一
尾
も
針
に
は
掛
ら
な

か
つ
た
。

そ
の
後
私
は
再
度
ペ
ニ
パ
ス
・
ホ
テ
ル

の
客
と
な
つ
た
が
ｂ
岩
登
り
よ
り
も
寧
ろ

山
歩
き
を
主
と
し
た
旅
行
で
あ
つ
すこ
の
で

パ
ー
ス
ン
ス
・
ノ
ゥ
ズ
や
デ
デ
ル
ス
・
キ
チ

ン
も
訪
ふ
機
會
が
な
か
つ
た
。

諦
朝
後
今
に
至
る
迄
ｂ
依
然
低
山
高
岳

に
視
し
む
を
忘
れ
な
い
が
、
気
の
合
つ
た

相
棒
が
得
ら
れ
な
い
の
で
、
岩
登
り
に
浮

身
を
嚢
す
機
倉
も
な
い
。
そ
れ
に
モ
一
つ

は
夏
に
ノ
ヽ
面
白
い
問
題
が
眼
前
に
横
は

る
の
で
、
岩
壁
―こ
輌
の
如
く
へ
ば
り
つ
く

の
は
、
先
づ
ノ
ヽ
隠
居
仕
事
に
残
Ｌ
て
置

か
う
。

會 岳 山 本 日 13
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な
り
御
都
合
の
よ
い
時
間
に
御
来
室
の
上

或
は
讀
書
に
或
は
會
談
に
固
書
室
余
集
含

室
を
御
利
用
下
さ
る
こ
と
を
切
に
希
望
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

（固

書

係
）

四
月
中
夜
間
開
室
日
営
番

山
岳
の
パ
ツ
タ
ナ
ン
バ
ー

『
山
岳
』
の
バ
ン
ク
ナ
ン
バ
ー
は
含
報
前

琥
に
同
封
し
ま
し
た
廣
告
に
あ
る
初
期
の

ｔ
の
の
外
．
其
後
の
も
の
も
在
庫
品
が
あ

り
ま
す
。
何
卒
御
購
め
の
程
願
上
げ
ま
す

ま
た
御
知
合
の
同
好
者
へ
も
精
々
御
吹
聴

下
さ
る
や
う
お
願
ひ
致
し
ま
す
。
在
庫
競

数
及
賣
債
は
前
琥
に
載
つ
て
お
り
ま
す
。

固

書

紹

介

臓
地
測
量
部
新
刊
地
固
目
録

五
万
分
一
地
形
固

蘇

　

澳

一一　
琥

南

　

澳
　
一
面

五
万
分
一
地
形
固

‐修
正

自
　
　
河

十
四
琥

白
　
　
河
　
一
面

十 十

日 日

を罠 粛申

谷

廿 廿
七 五
日 日

浦 角

松 田

四 ―

日 日

藤 渡

島 邊

―ト ート
ノヽ .五

日 日

松 松

本 方

八

日
・

伊

藤

廿

日

鳥

山

日

茨

木

―ト
日

田

中

十
四
琥

市

野

瀬

十
五
琥

大

河

原

知

十
三
琥

西

　

條

高 同 同 甲 同 同 佐 長同 同同 同 同 徳

　

島

十

裏

三

本

松

一
面

二
万
五
千
分

一
地
形
固
　
修
正

水
戸
近
傍
　
一　
琥

河

原

子
　
一
面

高
田
近
傍

十
四
琥

開
　
　
山
　
一
面

同
　
　
　
十
五
琥

赤

　

倉
　
一
面

沼
津
近
傍

十
三
琥

士口　
　
原

同
　
　
　
十
五
琥

駿
河
大
宮

大
分
近
傍

〓
一　
琥

別
　
　
府

大
阪
近
傍

四
　
琥

大
和
高
田

評
岡
近
傍

四
　
琥

静
岡
東
部

一
万
分

一
地
形
固
　
修
正

面面面面面

訂
嚇
牌
激
鑽

五
琥

三

角

原
　
一
面

六
方
野
原
　
一
面

大

久

保

一
面

安

善

町

一
面

生

　

変
　
一
面

横
濱
港
口
　
一
面

十
四
琥

保
土
ケ
谷
　
一
面

（
昭
和
七
年
二
月
二
十
八
日
）

ヒ
マ
ラ
‥
ヤ
の
地
固

ヒ
マ
ラ
ー
ヤ
山
地
の
地
固
は
カ
ル
カ
ツ

タ
の
サ
ー
プ
エ
イ
・
オ
プ
・イ
ン
デ
イ
ァ
か

ら
購
入
す
る
よ
り
外
に
方
法
は
な
い
も
の

と
思
つ
て
ゐ
た
が
、
含
員
山
崎
和

一
氏
よ

り
左
記
の
店
が
英
國
で
の
取
次
店
を
や
つ

て
ゐ
る
こ
と
の
通
知
を
戴
い
た
。
郵
便
日

数
に
却
て
印
度
ょ
り
短
い
か
ら
印
度
の
地

横
濱
近
傍

九 八 五 九 六

琥 琥 琥 琥 琥

府

五_寸・

五
琥 琥

金 千

峯

山 葉

倉 野

五 四

琥 琥

鹿 万

島 場

九

琥

佐

原

画 面 画 面 画 面 画 面
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五
十
年
を
超
え
る
永
い
あ
い
だ
ア
ル
プ

ス
の
ガ
イ
ド
と
し
て
、
三
千
以
上
の
峯
項

に
攀
ぢ
た
ク
リ
ス
チ
ヤ
ン
・
ク
ル
ツ
ヵ
ｌ

そ
の
人
の
自
餃
博
の
英
課
本
。
彼
は
百
数

回
の
新
登
攀
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加
し

そ
の
最
後
の
も
の
は
賞
に
彼
が
七
十
四
才

の
と
き
に
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
ロ
ツ
ク

ク
ラ
イ
マ
ー
と
し
て
、
ス
テ
ソ
プ
カ
ン
タ

ー
と
し
て
ア
ル
プ
ス
に
於
け
る
デ
イ
ド
逹

の
中
で
第

一
線
に
立
つ
て
ゐ
た
彼
は
ま
た

地
質
や
植
物
に
深
い
知
識
を
も
ち
．
彼
の

故
郷
の
山
山
を
温
い
心
を
以
て
愛
し
て
ゐ

た
。
彼
の
山
友
達
の
内
に
は
最
も
高
名
な

登
山
家
が
含
ま
れ
。
私
逹
は
そ
こ
に
サ
ー

エ
ド
ワ
ー
ド
・
デ
ヴ
イ
ド
ス
ン
や
キ
ヤ
ブ

テ
ン
・
フ
ア
ー
ラ
ー
の
名
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
　
Ｒ∪
【ｏ
＞
ぼ
８
こ
の
編
輯
者

た
る
ド
ク
タ
ー
・
ジ
エ
ニ
ー
は
、『
ク
ル
ソ

カ
ー
は
ア
ル
プ
ス
登
山
真
上
の
人
と
な
つ

た
の
だ
。
彼
は
先
駆
者
の

一
人
で
あ
り
ｂ

ま
た
立
派
な
紳
士
で
あ
つ
た
。』
と
書
き
誌

し
て
ゐ
る
ｏ

壮
烈
な
登
攀
の
苦
闘
を
語
る
ア
ル
パ
イ

ン
・
プ
ン
タ
と
は
異
れ
る
意
味
に
於
て
私

逹
を
喜
ば
せ
る
書
で
あ
ら
う
ｏ
（藤
島
）

開
東
學
生
登
山
聯
盟
報
告
。第
二
琥

昭
和
六
年
十
二
月
曇
行
上

回
二
十
錢

穂
高
岳
の
研
究
と
谷
川
岳
の
研
究
と
を

載
す
。
前
者
が
信
州
側
よ
り
の
積
雪
期
に

於
け
る
登
路
を
殆
ん
ど
網
羅
し
て
ゐ
る
の

は
こ
の
連
峯
に
登
ら
ん
と
す
る
も
の
に
と

つ
て
顔
る
便
利
な
参
考
資
料
と
な
ら
う
ｏ

団
を
求
め
ら
れ
る
方
は
御
照
會
に
な
つ
て

哭
，

一Ｂ
，ｏ
”
　
Ｏ
ｏ
●
ｏ
口
●
『
ｏ
●
・　
げ
く
　
『
・
∽
・

に
ど
う
か
と
、
御
参
考
ま
で
に
宛
名
を
左

∽
【づ
く
”
ｒ
ｏ
・

に
掲
記
し
て
置
く
。

昨
年
カ
メ
ン
ト
の
登
項
に
成
功
し
た
ス

マ
イ
ス
の
記
録
は
既
に
昨
年
十

一
月
の
ア

ル
パ
イ
ン
・
ジ
ヤ
ー
ナ
″
に
収
載
さ
れ
て

あ
る
が
、
別
に
表
題
の
如
き
単
行
本
が
刊

行
さ
れ
る
や
の
通
知
が
あ
つ
た
。
ま
だ
決

定
的
の
も
の
で
は
な
い
が
、
挿
綸
四
十
八

葉
ｂ
質
十
六
志
と
書
添
え
て
あ
る
と
こ
ろ

を
み
る
と
相
営
の
確
貴
性
は
あ
ら
う
。
書

難
は
多
分
前
著
と
同
じ
ゴ
ラ
ン
ツ
と
想
像

さ
れ
る
。
カ
ン
チ
エ
ン
ジ
ユ
ン
ガ
ヘ
の
回

際
登
山
除
に
参
加
し
て
診
か
ら
す
業
を
煮

や
し
た
ス
マ
イ
ス
も
、
こ
の
た
び
に
思
ふ

存
分
筆
を
走
ら
越
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
ｏ
期

待
さ
れ
る
書
で
あ
る
。
　
　
　
〔藤
島
）

登
高
行
。第
八
年
・慶
大
催
育
含
山
岳
部

々
報
ｏ昭
和
六
年
十
二
月
曇
行
・二
回

し
つ
か
り
し
た
内
容
が
盛
ら
れ
て
あ
る

特
に
遠
く
印
度
か
ら
病
を
押
し
て
寄
せ
ら

れ
た
三
田
幸
夫
氏
の

『
冬
の
ロ
ー
タ
ン
峠

と
ク
ル
漢
谷
共
他
』
は
簡
潔
な
筆
致
の
う

ち
に
、
Ｌ
マ
ラ
ー
ヤ
山
地
の
旅
に
つ
い
て

の
貴
重
な
る
ヒ
ン
ト
を
叙
し
、
ま
た
風
物

風
俗
を
心
に
く
き
ま
で
巧
み
に
描
き
出
し

て
ゐ
る
。
ま
こ
と
に
近
来
の
名
文
章
と
し

て
推
賞
す
る
を
憚
ら
な
い
。

（藤
島
）

慾
を
い
へ
ば
記
述
の
値
を
統

一
し
各
項
の

末
尾
に
従
来
曇
表
さ
れ
た
文
献
の
目
録
を

附
加
し
て
ほ
し
い
。
後
者
に
上
越
線
開
通

に
よ
り
盆
々
手
近
に
な
つ
た
谷
川
岳
の
岩

壁
を
詳
逃
し
て
あ
る
。
　
　
　
（
藤
島
）

燿
邊
　
第
五
輯
　
明
治
大
學
山
岳
部

昭
和
六
年
十
二
月
十
五
日
曇
行

部
へ
の
詞
（神
宮
）山
と
民
俗
に
つ
い
て

（高
橋
）
穂
高
奥
叉
白
谷
（
馬
場
）
二
月
の
自

馬
よ
り
唐
松
へ
（
宍
戸
）
火
打
山
か
ら
焼
山

へ
（
交
野
）
聖
澤
湖
行
（藤
井
）
船
形
の
春

（
赤
星
・村
井
）
沼
と
北
信
牧
場
（
馬
場
）
陸

奥
十
三
か
ら
捨
川
峠
（
高
橋
）
大
隅
佐
多
岬

（赤
星
）
至
佛
山
と
共
高
山
植
物
（檜
山
）
白

萩
川
湖
行
創
、
赤
谷
山
（村
井
）
鋸
岳
中
之

川
湖
行
（
大
田
）
冬
の
小
合
日
記
（
笠
原
）
遭

難
後
記
（越
紳
、
坪
井
）
等
の
記
事
の
他
、

年
報
、
部
日
記
ｂ
小
屋
日
記
ｂ園
燎
裡
邊
、

燒
邊
會
記
録
等
あ
り
。

一
讃
し
て
興
味
深
か
つ
た
の
は

『
山
と

民
俗
に
つ
い
て
』
『
沼
と
北
信
牧
場
』
『
陸
奥

十
三
か
ら
増
川
峠
』
等
で
何
れ
も
燎
邊
會

員
の
事
に
な
つ
て
あ
る
の
も
皮
肉
だ
。
年

報
は

一
九
二
八
・三
―

一
九
二

一
・
一
〇
の

三
ケ
年
牛
に
互
つ
て
ゐ
る
が
特
に
珍
ら
し

い
地
方
や
貴
重
な
る
記
録
と
い
ふ
べ
き
も

の
は
な
い
様
だ
。
勿
論
あ
る
一
部
分
を
研

究
的
に
登
る
の
も
い
ヽ
事
に
は
違
ひ
な
い

が
、
同
時
に
廣
く
歩
く
事
も
必
要
で
は
あ

る
よ
い
か
。
各
學
校
の
年
報
を
見
て
何
時

も
感
じ
る
の
で
、

一
寸
こ
ゝ
に
書
き
添
へ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
中
）

Ｈ）
”
∽
　
り
角①
げ
０
｝口
ＰＯ
Ｏ
『
・　
Ｈ

東
京
農
業
大
學
山
岳
部

昭
和
六
年
十
二
月
二
十
日
費
行
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編
輯
後
記
に
よ
る
と

『
一
夜
漬
で
纏
め

た
の
だ
か
ら
頗
る
イ
ン
チ
キ
な
結
も
あ
ら

う
。
編
輯
の
不
備
、
校
正
の
不
完
全
、
其

他
線
て
の
不
滞
も
、
時
代
に
適
し
た
快
ス

ピ
ー
ド
に
免
げ
て
許
し
て
頂
き
た
い
』
と

あ
る
が
、
何
も
か
ヽ
る
機
関
雑
誌
、
特
に

創
刊
琥
を
イ
ン
チ
キ
を
し
て
迄
絶
て
の
不

満
を
忍
ん
で
迄
早
く
出
す
必
要
は
あ
る
ま

い
と
思
は
れ
る
。

内
容
は
、
地
形
の
憂
化
に
就
い
。て

（
瀧

本
）
春
の
前
穂
高
と
明
紳
岳
（
石
塚
）
赤
澤

岳
猫
耳
登
攀
（
河
内
）
冬
の
蔵
王
（織
内
・村

崎
）
二
月
の
三
ツ
峠
（
増
田
）
二
月
の
槍
ケ

岳
（
山
田
）
冬
の
八
ケ
岳
（
捨
田
）
餌
の
西
側

（織
内
）
春
の
甲
斐
野
（村
崎
、
野
田
）
穂
高

の
プ
ロ
フ
イ
ー
ル
（部
員
）
山
口
記
の

〓
節

よ
り
（伊
藤
）
ラ
ン
テ
ル
ス
の
灯
（部
員
）
等

で
あ
る
が
何
れ
も
参
考
と
な
る
様
な
記
録

も
な
く
、
ス
編
輯
後
記
に
あ
る
如
き
感
想

方
面
を
主
主
し
た
紀
行
の
優
れ
すこ
の
も
見

受
け
ら
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
（
田
中
）

水
野
詳
太
郎
著

山
野
ス
キ
ヨ
術
教
本

こ
の
書
物
は
賓
に
多
く
の
特
徴
と
訣
黙

と
を
も
つ
すこ
書
物
で
あ
る
。

題
名
は
ま
さ
に
わ
が
レ
ル
ヒ
時
代
に
で

も
で
て
き
さ
う
な
堅
く
る
し
い
も
の
で
あ

る
が
、
内
容
は
ま
た
反
動
的
に
自
由
奔
放

な
形
式
を
と
つ
た
近
代
的
の
も
の
で
あ

る
ｃ
ま
こ
と
に
個
性
の
強
い
書
物
で
あ
る
。

問
題
の
書
物
で
あ
る
。
従
つ
て
興
味
も
深

著
者
は
こ
の
数
年
末
、
理
論
ス
キ
ー
に

開
す
る
所
説
を
公
け
に
し
て
ス
キ
ー
界
を

屋
し
て
ゐ
■
。
今

一
本
を
ま
と
め
て
そ
の

黒
百
合
祀
曇

行
定
債
萱
回

線
決
算
を
し
た
も
の
で
あ
る
０

ス
キ
ー
に
数
限
り
な
い
術
派
の
存
在
す

る
こ
と
は
富
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
て
そ

れ
ら
の
術
派
を
比
較
論
考
す
る
こ
と
決
し

て
無
意
義
で
な
い
。

，こ
ゞ
土
と
し
て
文
字

に
示
さ
れ
た
理
論
を
も
つ
て
こ
れ
を
試
み

る
は
那
邊
ま
で
員
賓
性
が
あ
り
う
る
や
疑

間
で
あ
る
。
著
者
は
英
獨
彩
多
の
著
作
を

顧
破
し
舶
載
ぜ
ら
れ
た
フ
イ
ル
ム
を
注
親

し
て
こ
の
業
を
な
こ
と
げ
た
。
勿
論
多
く

の
現
地
考
察
も
繰
返
さ
れ
た
こ
と
だ
ら
う

・が
、
私
は
そ
の
銑
利
な
る
頭
膳
と
大
膳
な

る
態
度
に
敬
服
す
る
ほ
か
な
い
ｏ
こ
と
に

相
開
々
係
を
論
ざ
表
示
ぜ
る

り
先
人
の
企
て
な
か
つ
た
業
績
と
し

て
誇
る
に
足
る
も
の
が
あ
ら
う
。

ア
ー
ル
ベ
シ
グ
、
カ
ン
ダ
ハ
ー
な
ど
に

伍
し
て
京
都
派
な
る
も
の
が
取
扱
は
れ
て

ゐ
る
。
私
は
京
都
派
、
笹
川
派
の
賓
際
に

つ
い
て
何
も
知
ら
わ
が
ぅ
日
本
の
ス
キ
ー

芥
か
ら
特
異
な
術
派
を
求
め
る
な
ら
他
に

こ
よ
り
頴
著
な
傾
向
や
教
義
を
示
す
グ
ル

ー
プ
が
存
在
し
な
い
だ
ら
う
か
ｏ
或
は
論

究
に
債
す
る
理
論
な
し
と
見
すこ
の
で
あ
ら

う
か
。

も
つ
と
も
こ
の
書
は
術
派
論
の
み
に
絡

始
し
て
は
ゐ
な
い
。
後
牟
と
く
と
こ
ろ
の

『
山
野
ス
キ
ー
行
の
基
礎
知
識
』
や
『
練
省

プ
ロ
グ
ラ
ム
』
に
お
い
て
初
心
者
の
た
め

に
多
く
の
筆
を
費
し
て
ゐ
る
。
こ
と
に
こ

の
部
分
は
他
の
汗
牛
の
邦
書
―

‐
み
な
初

心
者
向
と
琥
ず
―

に
た
え
て
見
ら
れ
な

か
つ
た
珠
玉
の
文
字
、
賓
に
簡
潔
要
を
た

た
忠
言
が
う
す
高
く
書
き
こ
ま
れ
て

ゐ

ろ
。
讀
者
は
著
者
の
心
覺
た
の
ノ
ー
ト
を

飾
り
氣
ｔ
な
く
見
せ
て
く
れ
た
や
う
な
親

を
感
す
る
だ
ら
う
ｏ

或
は

『
教
本
』
と
し
て
こ
の
書
を
初
心

者
に
推
す
に
は
難
色
を
示
す
人
が
多
か
ら

う
。
が
私
は
反
封
だ

『
初
め
に
山
が
在
リ

而
し
て
後
に
ス
キ
ー
の
存
在
を
認
め
る
』

人
々
に
と
つ
て
特
に
典
へ
る
と
こ
ろ
多
き

・ｌｔ
題
名
に
よ
つ
て
自
ら
明
か
で
あ
る
。
難

解
な
技
術
論
も
山
野
ス
キ
Ｊ
術
の
向
上
を

念
と
す
る
人
々
に
は
再
讀
、
三
讀
の
機
縁

を
典
へ
る
で
あ
ら
う
。

最
後
に
早
忙
裡
の
執
筆
と
は

い
へ
、
行

文
の
簡
に
す
ぎ
る
の
は
甚
だ
潰
憾
だ
。
な

・ほ
回
字
問
題
に
特
別
の
開
心
を
も
つ
著
者

と
し
て
は
用
字
に
適
切
な
ら
ぬ
も
の
あ
り

ま
た
誤
字
Ｄ
誤
植
の
多
く
あ
る
こ
と
を
難

ぜ
ざ
る
を
え
な
い
。
　
　
（
加
納

一
部
）

山

の

沿

息

浦
高
生
彗
の
雨
諄
山
に
遭
難
す

既
に
新
聞
紙
上
で
御
承
知
の
事
と
思
ふ

．が
去
月
十
三
日
秩
父
雨
紳
山
に
於
け
る
浦

和
高
等
學
校
生
徒
黒
澤
正
好
君

一
行
の
遭

難
に
就
て
雨
紳
走
々
掌
鈴
木
嘉
全
氏
よ
り

小
生
宛
左
記
の
通
り
通
信
が
あ
つ
た
。

紳
　
谷
　
　
恭

前
略
今
回
學
生
の
適
難
は
賞
に
意
外
の

惨
事
で
是
に
氣
の
毒
に
堪
へ
ま
せ
ん
。
犠

牲
者
は
秩
父
郡
國
紳
村
字
野
巷
ｂ
黒
澤
正

三
郎
氏
（栃
木
高
女
校
長
）
の
獨
り
息
子
で

正
好
君
（十
九
才
）
浦
高

一
年
生
で

一
行
は

黒
澤
正
好
、
織
田
明
男
、
下
河
邊
正
、
永

田
政
晴
の
四
名
で
地
質
研
究
の
た
め
雪
の

雨
紳
登
山
を
計
蓋
Ｌ
、
十
二
日
河
原
澤
の

森
本
屋
に
一
泊
し
、
笠
朝
八
町
峠
よ
り
尾

根
博
ひ
に
雨
紳
山
本
走
に
登
り

一
位
ガ
タ

通
り
よ
り
下
山
の
途
に
つ
き

（議
陸
測
五

禽
万
場
固
幅
に
あ
る
紺
線
路
に
従
は
す
本

走
の
東
ｂ
三
笠
山
と
の
鞍
部
に
降
り
此
虜

に
設
け
ら
れ
在
ろ
螢
林
署
の
情
導
標
が
示

す
如
く
左
折
ヂ
グ
ザ
ク
の
路
を
下
可
不
動

瀧
の
三
．
四
町
下
日
向
大
谷
よ
り
の
賽
路

に
合
す
る
路
を

一
位
ガ
タ
通
り
と
い
ふ
）

螢
林
署
の
導
標
を
見
て
左
折
日
向
大
谷
に

向
ひ
几
三
十
間
余
進
み
、
右
手
に
降
る
路

を
雪
の
た
め
見
失
ひ
其
ま
ゝ
東
北
へ
進
み

氷
穴
の
頭
に
出
て
仕
舞
、
下
山
路
を
探
す

裡
に
踏
み
通ヽ
ら
し
高
さ
五
、
六
拾
尺
も
あ

る
水
穴
の
絶
壁
に
墜
ン
し
すこ
の
で
す
。
大

れ
が
午
後
三
時
牛
頃
で
他
の
二
人
は
驚

い

て
引
返
す
と
容
易
に
下
山
路
を
獲
見
し
た

の
で
駈
け
下
つ
て
尋
れ
る
う
ち
水
穴
下
の

路
に
虫
の
息
に
な
つ
て
居
た
の
で
す
。
私

・は
織
田
君
か
ら
の
報
せ
で
駈
付
た
庭
既
に

水
の
よ
う
に
冷
く
遂
に
手
営
の
甲
菱
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
は
暮
れ
風
は
烈
く

詮
方
な
く
三
、
四
十
間
全
背
負
出
し
焚
火

し
て
夜
を
明
す
事
に
な
り
、
蜜
十
四
日
朝

漸
く
下
山
し
た
の
で
す
。
こ
の
日
學
校
よ

り
生
徒
主
任
江
見
氏
外
二
人
茶
ら
れ
、
績

い
て
黒
澤
君
の
御
雨
規
が
爽
ら
れ
ま
し
た

が
遺
骸
に
す
が
つ
て
悲
嘆
に
く
れ
ら
れ
る

姿
に

一
同
ず
つ
か
り
泣
か
さ
れ
ま
し
た
。

（
後
略
）

穂

高
　
行

今
冬
の
旅
行
を
御
通
知
申
上
候
。

十
二
月
二
十
八
日
夜
飯
田
町
螢
二
九

・

三
〇
日
島
々
泊
り
三

一
日
朝
八
時
島
々
曇

夜
九
時
徳
澤
牧
場
着
、
徳
本
峠
で
夕
日
に

輝
く
明
神
を
眺
め
過
ぎ
すこ
鴛
か
峠
の
下
り

は
暗
く
な
り
悲
鶏
致
候
。
道
は
凡
て
夏
道

に
て
雪
少
し
、
一
月

一
日
二
日
荒
天
、下
叉

白
（
長
七
）
谷
に
て
遊
び
候
。
三
日
朝
七
時

牟
横
、
四
時
牟
穂
高
小
屋
着
前
日
の
降
雪

約
二
尺
涸
澤
ば
雪
崩
の
跡
少
し
も
無
く
異

常
の
緊
張
振
り
で
出
曇
し
た
る
に
幸
に
も

氣
抜
ｔｌ
に
絡
り
候
。
四
日
荒
天
、
五
日
涸
澤

岳
・奥
穂
高
岳
を
遊
び
候
。

穂
高
小
屋
曇
三
時
槍
不
着
白
出
谷
は
上
部

約
二
百
米
を
ア
イ
ゼ
ン
に
て
以
下
ス
キ
ー

を
用
ゐ
候
。
瀧
は
夏
道
の
通
り
左
岸
の
尾

根
を
特
に
ア
ザ
ラ
ン
を
附
け
て
滑
降
、
瀧

下
に
て
涸
澤
側
よ
り
末
合
す
る
澤
は
デ
プ

り
に
て
埋
り
居
候
ひ
き
、

一
尺
蒲
田
川
け
滑
々
流
れ
居
候
。
七
日
朝

七
時
牛
槍
平
曇
飛
騨
乗
越
の
下
方
約

一
五

〇
米
を
ス
キ
ー
デ
ポ
と
し
（十

一
時
）
槍
肩

小
屋
正
午
稽
前
着
吹
雲
と
な
り
ゝ
ア
ン
ザ

イ
レ
ン
に
て
槍
ケ
嶽
に
登
り
申
候
。
肩
小

屋
よ
り
往
復

一
時
間
牛
、
三
時
下
山
四
時

槍
平
掃
着
此
間
の
滑
降
頗
る
壮
快
に
候
ひ

き
、
八
日
雪
崩
ビ
ラ
を
注
意
し
つ
ゝ
ひ
た

す
ら
下
り
槍
見
温
泉
泊
り
、
九
日
ス
キ
ー

に
て
栃
尾
迄
之
よ
り
自
動
車
及
び
汽
車
に

て候
。
穂
高
小
屋
の
今
冬
に
雪
少
く
温
度
も

高
く
且
天
気
に
悪
ま
れ
て
學
管
院

氏
（含
員
）競
に
帝
大
回
堕
君
逹
の
御
懇
切

を
項
き
愉
快
に
暮
し
中
候
。

明́
の
大
和
と
小
生
の
二
人
に
て
些
の

ム
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一無
く
豫
定
を
絡
り
滞
足
致
候

一　
　
　
　
　
　
　
（會
員
な
が
さ
わ
）

各
の
尾
瀬
・毛
度
澤
小
屋

暮
よ
り
正
月
に
か
け
て
尾
瀬
ケ
原
水
電

小
合
に
暮
す
。
典
作
岳
に
登
り
、
沼
に
遊

び
た
る
の
み
に
て
至
佛
に
も
景
鶴
に
も
行

か
ざ
り
し
が
、
高
原
、
深
林
の
逍
逓
は
柳

か
も
吾
を
失
望
せ
し
め
ざ
り
き
。

二
月
中
旬
Ｄ
仙
倉
山
麓
の
毛
度
澤
小
屋

に
二
三
日
を
途
る
。
吹
雲
の
た
め
山
項
に

至
り
得
ざ
り
し
も
、
谷
川
の
ほ
と
可
雪
に

埋
れ
た
る
山
小
屋
の
生
活
は
頗
る
快
適
な

る
も
の
あ
り
き
。
最
早
漢
流
も
雲
に
蔽
は

れ
し
な
ら
む
。
一
遊
を
勘
む
。
（藤
島
敏
男
）

各
の
本
書
御
嶽

一
月
下
旬
単
獨
で
御
嶽
へ
登
り
ま
し
た

黒
澤
日
の
中
小
屋
１１
根
擦
を
置
き
廿
八
日

登
項
ｂ
冬
に
は
稀
ら
し
い
快
晴
に
悪
ま
れ

て
簡
単
に
目
的
を
果
ず
事
が
出
来
ま
し
た

御
嶽
に
は
立
派
な
小
屋
が
澤
山
あ
つ
て
設

備
も
充
分
整
つ
て
ゐ
る
の
に
、
積
雪
期
に

一

於
け
る
登
山
者
が
極
め
て
砂
い
の
は
不
思

一

議
な
位
で
す
。
現
在
冬
山
の
案
内
人
に
有

一

ま
せ
ん
が
、
目
下
ス
キ
ー
を
練
智
中
で
す

か
ら
、
滋

一
ｂ
二
年
の
う
ち
に
は
案
内
も

・

出
来
る
事
で
ぜ
う
。
三
拾
年
末
の
曖
か
さ

一

で
雪
も
診
く
、
千
木
松
小
屋
か
ら
ス
キ
ー

一

を
は
い
た
位
で
し
た
。
中
小
屋
か
ら
項
上

一

往
復
七
時
間
牛
を
要
し
ま
し
た
ｏ
六
―
七

一

合
日
間
の
森
林
帯
が
少
し
面
倒
な
だ
け
で

一

雪
崩
の
心
配
は
皆
無
で
す
。
　
　
　
　
　
　
一

二
月
十
二
日
　
　
　
　
一二
谷
　
慶
三
　

一

二
月
の
富
士
山

一　
會
員
名
須
川
渡
氏
と
共
に
二
月
七
、
八
、

一九
日
富
士
山
ス
キ
ー
行
に
於
け
る
極
め
て

一一簡
単
な
る
記
録
を
申
止
べ
く
候
。
二
月
七

一日
午
前
五
時
吉
田
、池
谷
佐
重
氏
宅
出
曇
、

一七
時
大
石
茶
屋
少
し
手
前
に
て
ス
キ
ー
を

一着
く
、
七
・四
五
大
石
茶
屋
ｂ．
八
。三
〇
馬

返
し
、九
二

五

一
合
目
、九
ｏ四
五
二
令
目

一
〇
上

〇
三
合
目

（
気
温
零
下
五
・〇
度

Ｃ
）
一
〇
・五
〇
四
合
目
（、氣
温
零
下
七
・五

度
）
一
一
二

五
五
合
目
池
谷
佐
重
氏
所
有

小
屋
着
、
此
日

一
日
中
天
氣
快
口青
風
な
し
ｏ

一
泊
、
夜
最
低
気
温
零
下

〓
丁
○
度
．
二

月
八
日
午
前
八
・
○
○
出
薇
小
御
岳
走
へ

の
分
道
迄
ス
キ
ー
滋
よ
リ
ア
イ
セ
ン
、
二

三
八
六
・○
米
（
八
・五
〇
）
邊
り
よ
り
房
風

岩
と
鎌
岩
と
の
間
の
澤
（走
り
の
澤
）
を
繹

捌
岳
に
向
ひ
員
直
に
登
る
。
三
〇
〇
〇
米

邊
よ
り
雲
は
稽
堅
く
六
本
爪
の
ア
イ
ぜ
ン

に
俣
令
爪
に
鑽
を
か
け
て
置
い
た
と
は
云

へ
滑
落
の
不
安
を
成
学
ソ。
八
本
乃
至
十
本

爪
を
必
要
と
す
ゝ
ピ
ツ
ケ
ル
も
石
突
に
鑽

を
か
け
て
充
分
光
ら
ず
必
要
あ
る
べ
し
、

二
五
〇
〇
米
邊
り
よ
り
向
て
右
方
の
尾
根

に
取
り
つ
き
澤
伽
岳
項
上
午
後

一
・
一
五

一
ｏ
三
〇
、
氣
温
零
下

一
二
・
○
度
、
風

は
富
士
山
と
し
て
は
極
め
て
静
か
な
る
日

和
な
る
べ
し
。
婦
路
は
夏
路
通
り
に
鎌
岩

の
所
に
降
り
五
合
目
に
着
午
后
四
・
三
〇

六
合
目
邊
り
に
て
ガ
ス
が

一
面
に
懸
り
眺

望
を
絶
た
る
。
二
月
九
日
午
前
九

ｏ
三
〇

小
屋
出
曇
吉
田
浅
問
神
走
迄
ス
キ
ー
に
て

下
降
す
着

一
一
丁
〇
〇
小
屋
に
就
き
て
、吉

田
日
は
目
下
の
虎
池
谷
佐
重
氏
所
有
小
屋

に
限
り
冬
期
は
使
用
可
能
他
の
小
屋
は
極

め
て
頑
丈
な
る
戸
締
り
を
篤
し
て
無
断
使

用
慣
不
可
能
な
り
ｃ
池
谷
氏
は
登
山
者
の

依
頼
に
よ
り
て
自
ら
同
行
し
或
は
他
に
代

り
の
人
夫
を
し
て
同
行
せ
し
め
戸
を
開
き

食
事
夜
具
等
の
世
話
を
角
ず
、
小
屋
は
燃

料
薪
炭
充
分
あ
り
、
矩
撻
あ
り
先
づ
防
寒

設
備
に
は
余
り
不
足
な
き
も
の
ゝ
如
Ｌ
。

而
し
余
り
に
人
気
強
く
す
る
時
は
炭
酸
ガ

ス
中
毒
の
恐
れ
あ
り
、
煙
突
は
あ
れ
ど
も

極
め
て
通
氣
不
完
全
な
り
。
今
冬
は
吉
田

口
よ
り
の
富
士
登
山
は
非
常
に
繁
昌
し
て

殆
ん
ど
毎
日

一
、
二
組
の
登
山
客
あ
る
有

様
な
り
、
小
生
等
と
行
を
共
に
ぜ
し
組
に

早
大
二
人
、
日
大
八
人
、
そ
の
前
日
二
人

の
登
山
者
あ
り
又
、
婦
途
吉
田
に
て
九
人

の
登
山
者
の
登
れ
る
に
含
せ
る
様
の
状
況

に
て
誠
に
お
山
は
御
繁
昌
に
御
座
候
。

（額
田
敏
）

鹿
澤
温
泉
ょ
り

小
間
を
得
て
鹿
澤
の
湯
に
参
り
候
。
雪

は
多
く
人
は
少
く
何
よ
り
と
喜
び
居
候
。

湯
に
来
て
み
れ
ば
長
谷
川
博
次
郎
氏
在
リ

は
か
ら
す
行
を
件
に
し
た
る
含
員
飯
塚
篤

之
助
氏
と
矩
撻
を
回
み
て
大
い
に
快
談
致

候
。
長
谷
川
氏
は
先
日
宿
よ
り
三
方
峯
往

復

一
時
間
五
十
三
分
の
紀
録
を
作
ら
れ
し

由
何
と
も
驚
嘆
の
外
無
之
候
。
明
日
は
湯

丸
か
三
方
に
登
り
て
雪
山
の
跳
望
を
恣
に

せ
ん
と
楽
し
み
に
致
居
候

一
九
三
二
年
二
月
二
十
三
日
戸
塚
武
彦

白

馬

よ

り

紀
元
節
を
利
用
致
し
自
馬
に
遊
び
申
候

其
概
況
御
報
告
申
上
候
。

二
月
六
日
新
宿
曇
車
中
早
大
池
野
氏

一

行
に
含
ふ
。
笠
朝
森
上
着
、
親
原
に
遊
び

落
倉
小
屋
宿
泊
ｃ
八
日
朝
案
内
人
松
澤
嘉

一
郎
を
件
ひ
紳
田
甫
早
稀
田
小
屋
に
登
リ

午
後
裏
の
尾
根
に
て
遊
ぶ
。

九
日
（晴
後
小
雪
）
午
前
三
時
牛
池
野
氏

一
行
と
共
に
自
馬
に
向
ひ
、
八
時
大
日
岳

の

一
鞍
部
に
到
り
し
も
風
激
く
退
却
に
決

し
午
後

一
時
小
屋
掃
着
。

十
日
午
前
四
時
曇
再
び
白
馬
に
向
ふ
六

時
天
狗
原
東
天
漸
く
白
む
高
層
雲
及
雲
海

あ
り
天
候
を
気
づ
か
ふ
。
七
時
乗
鞍
岳
、

高
層
雲
愈
々
厚
く
、
雪
に
相
富
硬
し
、
九

時
前
日
の
鞍
部
に
逹
ず
。
九
時
牛
大
日
岳

十
時
五
十
分
―
十

一
時
白
馬
項
上
ｂ
雲
海

も
散
り
て
越
中
の
干
野
を
望
む
。
午
後

一

時
再
び
鞍
部
に
戻
る
。
漸
く
東
方
も
晴
れ

上
越
山
脈
殆
ど
麓
ま
で
露
は
る
。
同
二
時

―
二
時
牛
乗
鞍
岳
ス
キ
ー
デ
ポ
ー
四
時
小

屋
蹄
着
。
十

一
日
午
前
二
時
池
野
氏

一
行

白
馬
に
向
ふ
。
同
六
時
吾
が

一
行
森
上
に

下
ろ
、
九
時
森
上
着
御
殿
場
に
て
白
馬
岳

に
雪
煙
盛
ん
に
摯
る
を
望
む
。
一
行
五
名

黒
田
正
夫
、
同
初
子
、渡
邊
俊
干
、
白
石
裏

治
、
松
澤
嘉

一
部

（案
内
）
ｃ

小
屋
の
感
想

黒
木
立
の
中
に
在
る
小
屋
は
自
樺
皮
造

り
の
扉
是
に
美
し
く
彼
の
笹
ケ
峯
の
小
屋

は

い
ざ
知
ら
す
、
本
州
他
に
見
ざ
る
優
秀

な
山
小
屋
な
り
唯
惜
む
ら
く
は
餘
熱
利
用

の
余
り
迂
廻
越
る
煙
道
は
そ
の
通
風
を
妨

ぐ
若
し
煙
突
を
直
接
屋
根
に
出
し
た
ら
ん

に
は
よ
り
以
上
快
よ
き
小
屋
な
ら
ん
と
存

じ
候
。

こ
の
登
山
に
て
、
最
も
感
謝
ぜ
ざ
る
を

得
ざ
る
こ
と
は
紳
田
甫
の
早
大
小
屋
利
用

に
有
之
候
。
モ
ダ
ー
ン
な
設
計
と
、
よ
き
位

置
と
、
そ
こ
に
お
件
お
許
し
破
下
候
ひ
し

池
野
氏

一
行
の
心
お
き
な
き
御
歎
待
と
は

嬉
し
き
限
り
に
有
之
候
。
但
し
山
男
の
氣

軽
さ
よ
り
行
け
ば
泊
れ
る
位
に
思
ひ
居
リ

候
こ
と
は
ｂ
不
覺
に
有
之
候
早
大
山
岳
部

に
は
厳
粛
な
る
規
則
有
之
ゝ
前
以
つ
て
許

可
證
の
交
付
を
受
け
置
か
ざ
れ
ば
、
留
守

居
に

一
夜
の
宿
を
と
頼
む
わ
け
に
り
か
す

と
の
こ
と
に
て
土
曜
の
夜
に
思
ひ
立
ち
て

の
山
登
り
な
ぞ
以
つ
て
の
外
の
こ
と
に
候

御
尤
の
儀
に
候
。
山
あ
ら
し
の
と
も
が
ら

の
多
き
営
時
、
厳
重
な
る
提
有
之
は
可
然

若
し
今
後
と
も
こ
の
美
し

き
よ
き
小
屋
に
一
夜
な
り
と
も
唆
き
夢
を

結
ば
せ
て
戴
か
む
と
な
さ
る
方
有
之
候
は

ゞ
、
早
大
山
岳
部
に
豫
め
御
懇
望
破
遊
候

事
肝
要
に
有
之
候
。
老
婆
心
な
が
ら
付
加

置
候
。
さ
れ
ど
こ
の
小
屋
の
よ
さ
は
山
に

心
あ
る
も
の
の

一
度
は
懇
願
し
て
味
ひ
置

く
べ
き
も
の
と
破
存
候
ｃ
（黒
田
正
大
）

會
費
排
込
に
つ
い
て

昭
和
七
年
度
本
會
賓

（金
六
回
）
の
排

込
期
日
は
二
月
末
日
で
あ
り
ま
し
た
ｏ

台
ほ
納
付
さ
れ
な
い
方
は

一
日
も
早
く

な
る
べ
く
振
替
貯
金
に
て
左
記
へ
御
振
込

下
さ
る
や
う
お
願
ひ
致
し
ま
す
ｏ
振
替
用

紙
は
曇
き
に

『
山
岳
』
二
十
六
年
第
二
琥

に
同
封
致
し
ま
し
た
ｏ
　
會
　
計
　
課

東
京
市
芝
匡
高
輪
南
町
三
〇

日
本
山
岳
含

（東
京

・
四
八
二
九
〕

原

稿

〆

切

會
報
原
稿
の
〆
切
は
毎
月
第

一
木
曜
日

で
あ
り
ま
す
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研

究

欄

上
越
口
境

¨
ノ
倉
の
文
字
に
就
て

湯
澤
圏
幅
に
あ
る
谷
川
富
士

（
一
九
七

四
・二
米
突
）
を

一
ノ
倉
岳
と
呼
牌
す
る
事

に
就
て
は
上
越
雨
國
の
山
麓
を
初
め

一
般

登
山
者
も
異
論
に
な
い
。
然
し
谷
川
富
士

は
何
虎
の
峯
を
指
す
か
に
就
て
は
含
議
論

の
あ
る
所
で
、
谷
川
岳

（
耳
二
つ
）
を
絶

牌
す
る
説
と
、
オ
キ
ノ
耳
を
谷
川
富
士
ト

マ
ノ
耳
を
薬
師
岳
と
す
る
説
が
あ
る
。
之

は
要
す
る
に
浅
間
神
走
の
奥
の
院
が
山
項

に
在
れ
ば
問
題
が
な
か
つ
すこ
の
だ
が
、
奮

沼
田
城
主
が
山
の
鞍
部
に
建
立
し
た
事
と

利
根
川
固
誌
な
ど
に
は
清
水
峠
と
三
國
峠

の
間
に
漠
然
と
富
士
山
な
る
文
字
を
置
い

た
事
が
問
題
の
起
り
と
な
つ
すこ
課
で
ぁ
る

此
問
題
は
後
の
機
含
に
譲
る
と
し
て

一
ノ

倉
の

『
一
』
の
字
は

『
市
』
で
あ
る
か
を

研
究
し
て
見
た
い
。

・
清
水
越
の
奮
道
湯
檜
曾
川
の
上
流
に
は

に
明
瞭
に

『
一
ノ
倉
』
な
る
地
名
が

あ
る
の
に
、
近
頃
そ
の
西
方
の
澤
を
市
ノ

い
た
り
、

一
ノ
倉
岳
を
市
ノ
倉

岳
な
る
文
字
を
使
ふ
マ
う
に
な
つ
た
の
は

如
何
な
る
理
由
で
あ
ら
う
か
。

時
々
之
は
何
れ
が
正
し
い
か
を
質
問
さ

れ
て
、
私
も
閉
日
し
た
事
が
あ
る
。
其
後

古
い
も
の
を
調
べ
て
見
た
が
、
昔
は
大
し

て
問
題
に
も
な
る
地
名
で
な
か
つ
た
の
で

一
ノ
倉
の
文
字
は
容
易
に
曇
見
す
る
事
が

の
文
字
を
曇
見
す
る
事
が
出
来
た
課
で
あ

る

。

か
つ
すこ
。
庭
が
最
近
に
到
つ
て
偶

も
利
根
郡
の
郡
村
誌

（明
治
十
二
年

湯
檜
曾
村
の
項
に
『
一
の
倉
』

山
岳
第
十
六
年
第
二
琥
奥
山
上
州
琥
の

藤
島
氏
の
仙
ノ
倉
山
、
谷
川
岳
方
面
の
記

事
に
は

『
一
ノ
倉
』
な
る
文
字
が
使
用
さ

れ
て
ゐ
ろ
。

『
市
の
倉
』
の
文
字
を
初
め
て
見
た
の
は

一
昨
年
五
月
の
東
京
日
日
に
掲
載
さ
れ
た

川
崎
吉
蔵
氏
の
紀
行
で
あ
つ
た
と
記
憶
し

て
ゐ
る
。
共
後
昨
年
九
月
の
山
と
漢
谷
奥

利
根
琥
で
は

『
市
』
の
字
を
盛
ん
に
使
用

す
る
様
に
な
り
、
私
の
原
稿
な
ど
も
わ
ざ

ノ
ヽ
『
一
』
が
『
市
』
に
書
吹
め
ら
れ
て
し
ま

つ
た
。
湯
檜
曾
の
阿
部

一
美
氏
も
『
市
』
を

使
つ
て
ゐ
る
の
で
、
或
時
其
理
由
を
尋
れ

た
事
が
あ
る
が
、
明
か
な
る
根
擦
は
な
か

つ
た
様
で
あ
つ
た
。

一
ノ
倉
の
岩
壁
が
将
来
盆
ゝ
興
味
を
以

て
迎
へ
ら
れ
る
時
に
営
つ
て
、
此
結
を
明

瞭
に
定
め
て
お
く
方
が
よ
い
と
思
つ
て
研

究
欄
に

『
一
ノ
倉
』
な
る
文
字
の
正
し
い

理
由
を
主
張
し
た
次
第
で
あ
る
。

今
後
と
も
此
地
方
の
山
谷
の
名
牌
に
就

て
は
研
究
の
天
地
が
待
ち
設
け
ら
れ
て
ゐ

る
だ
け
に
多
く
の
問
題
が
起
る
事
で
あ
ら

う
ｏ
既
に
谷
川
岳
の
マ
チ
ガ
澤
や
オ
ヂ
カ

澤
或
は
萬
太
郎
の
イ
ノ
マ
チ
の
澤
等
に
於

て
．
剣
断
に
苦
し
む
様
な
不
用
意
な
常
字

が
諸
雑
誌
類
に
現
れ
て
ゐ
る
事
は
見
逃
ず

事
が
出
来
な
い
。

一　
去
る

一
月
末
日
附
に
て
陸
地
測
量
部
よ

一り
五
萬
分

一
地
形
固
四
萬
の
修
正
版
が
償

れ
た
事
は
既
に
含
報
前
琥
に
よ
つ
て

事
と
思
ふ
。
ど
の
程
度
ま
で
修

正
さ
れ
て
ゐ
る
か
興
味
あ
る
も
の
で
あ
る

、
未
だ
入
手
出
来
す
本
欄
に
紹
介
出
来

な
い
の
は
遺
感
で
あ
る
。

（
角
田
吉
夫
）

昭
和
七
年
二
月
十
四
日
印
刷

昭
和
七
午
二
月
十
五
日
発
行

醸
腑
腑
席
　
角
田

吉
大

東
京
市
こ
匡
琴
不
町

一

不
二
屋
ビ
ル

発
　
行
　
所

(所 刷印堂明開)

含日

報本

編山

輯岳

所含

編

輯

後

記

本
琥
第

一
頁
に
は
久
方
振
で
武
田
博
士

の
快
筆
を
迎
え
洵
に
欣
び
に
堪
へ
な
い
。

吾
々
は
寡
聞
に
し
て
今
日
ま
で
博
士
が

岩
登
り
の
先
覺
若
で
あ
つ
た
事
責
を
知
ら

ず
に
来
た
事
を
悔
む
も
の
で
あ
る
。

本
琥
に
挿
入
せ
ら
れ
た
茨
木
氏
の
カ
ソ

ト
は
い
つ
見
て
も
気
持
か
良
い
、
素
描
の

裡
に
山
の
情
景
が
活
々
と
現
れ
て
ゐ
る
。

前
琥
に
於
て
第

一
頁
の
原
稿
並
に
含
員

通
信
に
就
て
係
り
と
し
て
の
希
望
を
申
止

げ
て
置
い
た
虎
早
速
高
頭
氏
よ
り

『
日
本

山
岳
誌
の
編
輯
印
刷
の
時
に
困
つ
た
談
』

岩
永
氏
よ
り
は

『
山
善
篤
員
』
等
多
く
の

玉
稿
を
戴
い
た
事
は
是
に
感
謝
に
堪
え
な

い
乍
併
紙
面
の
都
會
上
次
琥
に
譲
る
べ
く

余
儀
な
く
せ
ら
れ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
つ

愈
々
曖
か
に
な
り
ま
Ｌ
た
。
固
書
室
の

開
室
日
も
構
加
さ
れ
ま
し
た
ｃ
常
番
の
理

事
も
精
々
勉
強
し
て
詰
め
て
居
ま
す
か
ら

可
成
多
く
の
含
員
に
利
用
し
て
戴
き
度
い

と
思
ひ
ま
す
。
　
　
　
　
（
紳
谷
　
恭
）

會
員
章
を
つ
け
て
下
さ
い

山
に
登
ら
れ
る
時

小
集
合
に
出
席
さ
れ
る
時

集
會
室
固
書
室
に
来
室
さ
れ
る
時

含
員
章
を
つ
け
て
下
さ
い

ルツクサツクと登山具は片桐へ !!

キ ス リ ン ク型      Y7.50-一 ¥10.00

ス キ ー 型   ¥8.50-¥12.00
ス キ ー 用 小型     Y2.50-― ¥ 3.50

ウインドャッヶ     ¥5.00
勿根入 シユラーフサツク ¥24,00

シ   ー   フレ      T2.50-― 一 Y 6.00

ゾームシール    ¥7.∞
ロスウイスからピツケル・ザイル・アイゼン入荷致しました。何卒御用命下さいませ。

片桐 テ ン ト登 山具店
市申田E今川小路ニノ四(今川小路電車停留所前 )
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